
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

教育目標 

○しなやかな心と体をもつ子ども 

○もくてきをもち 頑張る子ども 

○ささえあい 育ちあう子ども 

○かんがえ 自ら学ぶ子ども 

令和８年１月 

 大津市立下阪本幼稚園   

伝え合う力を育んで「凧ひもがひっかかった！」 

「凧がブランコにひっかかった！」と伝えに来てくれた子どもがいました。どうしてほしいのか引

き出そうとして、どんな状況か話を聞くうちに、「自分たちで頑張ってみたけれどできなかった。だ

から言いに来たの」と言います。見にいくと、子どもたちだけではとても難しい状況になっていまし

た。「ここをハサミで切る？」とこれまでの経験の中から案を出し、一生懸命考えていたんだと思い

ました。すぐに大人に頼るのではなく、子ども同士でたくさん考えて、やってみて、できなかったこ

とに気付き、相手に伝える方法を学ぶことも大切ですが、子ども同士でしっかり伝え合い、何とかし

ようとしたことが、育てたいことであると改めて感じ、子どもたちから学ばせてもらいました。 

第３学期が始まり、元気な子どもたち

の声が響きます。始業式では、「あいさつ

をしましょう」「やってみよう、言ってみ

よう、聞いてみよう」と伝え合う力が育

めるように話をしました。学年最後の学

期を大切に過ごしてほしいと思います。 

 今年もどうぞよろしくお願い致しま

す。 

しもさかもとようちえんだより 

 

すくすく交流 

（小規模園のお子さんと関わって） 

 

小規模保育園のお子さんが園に遊びに来

てくれます。園

庭で一緒に遊

んだり、未就園

児と関わった

りして様々な

交流をしてい 

ます。園児にとって、小さい子どもたちと 

関わる機会はとてもよいことで、いろいろ 

な年齢の人と豊かにかかわりあう機会に 

したいと思っています。 

 また、未就園児にとってもたくさんの子 

どもたちと接する時間にもなっています。 

児童クラブのお子さんと関わって 

 

長期の休みには一緒に活動できる日を設けて

います。冬休みに

は、久しぶりに会

うお兄さん、お姉

さんとすぐに打ち

解けました。 

折り紙を折るときには全部折らずに、園児 

が自分でできるように、教えてくれる小学 

生の素敵な関わりがみられました。他にも 

転がしドッジボールや縄跳びなど、いろい 

ろな遊びを通して、やさしさに包まれる交 

流となっています。また、児童クラブの先 

生と連携して、その時間を過ごしますの 

で、いろいろな大人と触れるよい機会にも 

なっています。 



地域のひとやものと関わって 

消防署に出向き、消防自動車、救急車を見て消防

の仕事についてたくさん学びました。また、地域に

お住いのお琴の演奏者と絵本の読み聞かせの機会

もありました。話をよく聞く姿勢ができていたり、

思ったことを積極的に話したりする姿がみられ、

成長を喜んでいます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活 動 
〈子育てひろば〉 

にこにこ広場 

〈親子通園事業〉 

ぴよぴよちゃん 

対 象 ０～２歳児親子 
２歳児親子 

（R４.4.2～R５.4.1） 

形 態 自由参加制 登録制 (※随時登録受付) 

開催時間 
〈月曜日〉 

10 時～11 時３０分 

〈火曜日〉 

１０時～１１時３０分 

２月 

の開催日 

〈２月〉 

２日・９日・１６日 

〈２月〉 

 ３日・１０日・１７日・24 日 

同年齢のお母さんやお子さんのつながりも生まれますよ！親子で楽しく遊びましょう！  

＜お問い合わせ・連絡先＞  大津市立下阪本幼稚園 
〒520－0105  大津市下阪本４丁目１５－１２ 

℡ ０７７－５７８－１７０１ 

 

☆令和８年度の入園募集は随時行っておりますので、幼稚園までお問い合わせください。 

阪坂
さかさか

交流 

坂本幼稚園バス２台が５歳児を迎えに来てくれて、２回目の交流が

実現できました。園バスに乗ることも坂本幼稚園に行くことも初めて

で、とても嬉しい日になりました。坂本幼稚園の子どもたちは、バスの

運転手さんに「よろしく頼む！」と、言ってくれたそうです。互いに育

ち合う機会になっていると本当に嬉しく思います。 

劇遊びをしている子どもたちは、坂本幼稚園のお友達に見てもらう

ことをひらめき、道具を準備していきました。大成功を収め自信満々の

姿でした。どの子どもも積極的に遊びや友達に関わり、交流を自分たち

のものにしていることを感じます。貴重な体験です。 


